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13．アドリアマイシン（ADR）心筋障害における心機

　　能の評価一i231・MIBGと心プールの比較一
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　ADR心筋障害における心機能評価をi231－MIBGと

心プールを用い比較検討した．対象は造血器系悪性

腫瘍患者14例で，解析には，MIBGでは後期像の心

縦隔比（H／M）および洗い出し率（WR），心プールでは

左室駆出率（LVEF）を用いた．　ADR総投与量とLVEF

との間には良好な相関が得られたが，H！MおよびWR

との間には有意な相関が得られなかった．原因とし

て，種差，年齢による交感神経分布の違いや個人差

などが挙げられ，今後これらを考慮し，経時的に変

化をとらえる必要があると思われた．

14．1231－MIBG心筋シンチで集積欠損を示した家族性

　　アミロイドポリニューロパチーの2症例
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　感覚・運動神経障害および，起立性低血圧，膀胱

直腸障害等の自律神経障害が認められ，心電図では

左脚ブロック，心エコーでは左室壁の肥厚が認めら

れた家族性アミロイドポリニューロパチーの2症例に

1231－MIBG心筋シンチを施行した．2症例ともに心臓

へのびまん性集積低下～欠損が認められ，心縦隔比

（H／M比）は，それぞれ1．16と1．39で低値を示した．

　本疾患では全身諸臓器にアミロイドが沈着する

が，心臓では刺激伝導系，弁膜，心筋のほかに，交

感神経節およびその前後の神経束に多く沈着すると

いわれている．これに伴って交感神経終末が障害を

うけることが，MIBGの集積低下の一因となると推察

された．

15．”nvrc・MIBIによる腫瘍細胞の抗癌剤多剤耐性能

　　の評価：in　vitroにおける基礎的検討
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　多剤耐性癌の多くでは，P糖タンパクが発現して

おり，抗癌剤を細胞外へ排出する．99mTc－MIBIもP糖

タンパクに認識され，薬剤耐性能評価の可能性が示

唆されている．in　vitroにおいてP糖タンパクを発現

している株と発現していない株においてMIBIの取り

込みの差を検討してみた．P388マウス単球性白血病

細胞のP糖タンパク発現株，非発現株を培養液中で

99mTc－MIBB7　kBq（1mCi）を37度で反応させ，細胞

結合放射能を測定した．P糖タンパク非発現株では30

分で30％のプラトーに達した．発現株では3～4％と

低値を示した．MIBIで良好に描画される腫瘍は多剤

耐性細胞ではないと考えられるのに対し，MIBIの集

積が不良の腫瘍では多剤耐性能を発現している可能

性があると考えられる．

16．Tetrofosminが集積した肺癌の症例：Thallium，

　　Sestamibiとの比較
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　今回われわれはTetrofosminが集積した肺癌を2例

経験したのでThallium，1例はsestamibiと比較検討

し報告する．三検出器型SPECT装i置であるGCA

9300Aを用い，撮像方法は3製剤とも静注後10分，

3時間に128マトリックス6度ステップ360度収集，

1方向30秒かけて撮像した．Tetrofosminは肺癌2症

例，4腫瘍においてThalliumと同程度に集積し，腫

瘍イメージング薬剤としての可能性が示唆された．

Retention　indexはすべての腫瘍においてThallium，

sestamibiより低値を示し，これらの薬剤とは動態が

異なる可能性が考えられた．
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